
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第４章 研究部門の活動実績 

 （臨床研究センター） 
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第１節 設立の経緯と概要 
 

 当院には、滋賀県立成人病センター時代の平成11年度

に医学の急速な進歩に対応した最新情報、先端技術を診

断や治療に結びつけるために、高度な学術的研究ととも

に医療に直結した研究を実施し、地域の医学医療の進歩

を図ることを目的に医学研究所が併設されました。 

 病院の南東部に位置する鉄筋コンクリート造りの地上

3階地下1階建ての研究棟は、面積4,555㎡（一般研究部門

3,000㎡、PETイメージング部門1,500㎡）、病院のRI使用

区域を兼ねるRI研究棟、動物実験室、会議室、図書室の

他、約150名収納可能な講堂を備え、滋賀県の財政的支持

に加え、文部科学省、厚生労働省、日本学術振興会、日本

医療研究開発機構そのほかの財団等からの競争的外部資

金を確保して、各種の研究をつづけてまいりました。 

 令和5年度からは、臨床研究センターと名称を変え、県

立総合病院内の組織となり、院内の診療科や他部門のス

タッフの研究活動を支持する環境を整備するとともに、

これまで以上に臨床に即した研究や、県民の健康維持増

強に直結する県の施策に見合う研究に焦点を合わせて活

動を行っています。 

 

２．臨床研究センターの体制 

   センター長（兼）    足 立  壯 一 

   上席総括研究員（兼）   北 条  雅 人 

   上席総括研究員（兼）   山 内  智香子 

   上席総括研究員（兼）   藤 野  清 大 

   上席専門研究員     奥 山  智 緒 

   上席専門研究員（兼）   田 中  大 祐 

   専門研究員       谷 垣  健 二 

   専門研究員（兼）      大 沢  恭 子 

   専門研究員（兼）      十 名  理 紗 

   専門研究員（兼）      川 村  洋 介 

   主任研究員        加 川  信 也 

   主任研究員（兼）     大 嶋  園 子 

   研究員（兼）       小 野  智 博 

その他 臨床検査技師 2名、 

診療放射線技師（兼）2名、 

看護師（兼）2名、事務 2名 
 

 臨床研究センター長のもとに、12名の研究員（専任3名、

兼務9名）、2名の臨床検査技師、2名の診療放射線技師（兼

務）、2名の看護師（兼務）、2名の事務職員を配置し、PET

イメージング研究部門と、ゲノム疫学研究部門の2つの部

門において研究を推進しています。臨床研究センターの

スタッフのみで行っている研究のほか、病院スタッフ、

大学や他の研究機関との共同研究も活発に行われていま

す。各研究課題は臨床研究センター運営委員会で審査・

承認し、その活動は隔年に外部評価を受けています。PET

による画像検査は病院の先端的診療の一端を担っていま

す。 
  
３．施設の構造と規模 

 

 

 

 

 

 

 

 鉄筋コンクリート造り。地上3階地下1階建て。面積

4,555㎡。当初からPET2台とサイクロトロン、自動合成装

置を備えていました。2011年に1台のPET装置がPET/CT装

置に更新され、そののち既存のPET装置が稼働する2015年

度まではPET装置とPET/CT装置の2台で検査を行っていま

した。現在は、2022年度に既存のPET/CT装置から更新さ

れた半導体PET/CT装置一台で検査を行っています。現在

その他、動物実験室、講堂（150名収容）、会議室、図書室

等があります。 

 

第２節 現在の活動 
 

診療内容 

 

1．PET検査 

臨床研究センターのPETイメージング研究部門は、研究

のみならず、PET/CT装置並びに、院内での薬剤合成を可

能にするサイクロトロン、自動合成装置を備え、各種の

保険診療のPET検査を行っています。これらの検査は、PET

検査を施行できない近隣の医療機関からも多くの依頼を

受けています。 

① FDG-PET 

各種がんの病期診断や再発診断に欠かすことのでき

ないFDG-PETは、がん疾患以外にも、高安病や巨細胞性

動脈炎などの大型血管炎の活動性の評価、心サルコイ

ドーシスの活動性評価など、県立総合病院の多くの診

療科に診療にかかわる重要な検査を行っています。ま

た、難治性てんかんの焦点を検索するための頭部PETも

行っています。 

② O-15ガスPET 

O-15で標識されたCO、CO2、O2のガスを吸って、脳の

血流、酸素代謝、酸素摂取率を評価するガスPETは、

内頚動脈や中大脳動脈の狭窄を有する患者の酸素代

謝を評価できる唯一の検査であり、侵襲の高い治療適

応決定に役立つ検査です。しかし、O-15標識ガスの発

生装置やガスPETのための設備を備えている施設は国

内でも少なく、近畿では当院を含めて3施設しかあり

ません（京滋地区では当院のみ）。 

 半導体PET/CT装置によるO-15ガスPET検査は国内で

も経験施設が少なく、従来よりも分解能の高い高画質

でのO-15ガスPET検査が可能となりました。検査件数

は多くはありませんが、院内検査のみならず、他の医

療機関からの紹介も受けて検査を施行しています。 

③ アミロイドPET 

令和4年12月よりアルツハイマー病の原因に働きか

ける初の疾患修飾薬としてレカネマブ（アミロイド抗

体薬）が承認され、治療適応の可否の決定にアミロイ

ド沈着の確認を行うことが必要条件となったことを

受け、令和5年6月からは保険診療のアミロイドPETを

行うための施設基準として必須となった核医学会の

定めるアミロイドPET撮像認証も取得の上で、保険診

療のアミロイドPET検査を施行しています。また、令

和6年にはドナネマブも承認され、レカネマブと同様

の治療適応の可否の決定に加えて治療後のアミロイ

ド除去状態の評価のためにも、PET検査が必要となる

ようになり、院内症例のみならず、他施設からの検査

依頼も受けての検査は、今後も増加すると思われます。 

 これらの治療薬を使用する近隣の医療機関とも連

携を取り、他施設からの検査依頼にも対応しています。 
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④ フルシクロビンPET 

 令和6年6月より、初発の悪性神経膠腫が疑われる患

者の腫瘍の可視化を目的としたアミノ酸製剤（フルシ

クロビン）が保険承認されました。当院でも同検査に

対応できる環境を整備しております。 

2．RI治療 

 RI内用療法は体内に投与したラジオ・アイソトープ（RI）

を用いて体内から行う放射線治療です。PETイメージング

部門と放射線部の共同により、放射性同位元素内用療法

を施行しています。分化型甲状腺がんの甲状腺全摘後の

再発予防目的のアブレーション治療としてのI-131投与

を行っています。 

 以前施行していた再発、難治性低悪性度B細胞性悪性リ

ンパ腫に対するゼバリン治療や、固形がんの有痛性骨転

移に対するストロンチウム治療については、薬剤供給が

停止したことで、現在は行っておりませんが、神経内分

泌腫瘍に対するLu-177-DOTATATE治療（PRRT）を当院でも

行うことができるようにするために、腫瘍内科や放射線

治療科と共同で、臨床研究センタースタッフが中心とな

って、特別措置病室の設置や、治療に向けての準備を進

めてまいりました。今後、様々な領域でますます発展す

ると思われるRI内用療法は、設備面やスタッフ面で施行

の難しいことが多く、施行可能な施設が限定されますが、

令和7年度からは当院でもPRRTが可能となり、がん診療拠

点病院における治療選択肢の拡大に寄与していきます。 

 

研究等活動 

 

１．PETによる生体機能の画像化とその臨床応用（PETイ

メージング部門） 

 

 PETは短寿命放射性同位元素を含む物質の生化学的性

質を利用して生体内での物質の動きを非侵襲的、定量的

に追跡し画像化する装置である。神経疾患、癌の診断、

血液動態、薬物動態の解析に強力な情報を提供していま

す。本臨床研究センターPETイメージング部門では世界に

通用する研究を行うとともにPET画像研究を病院の診療

に直結させ、県民の医療に真に貢献する研究を展開して

います。 

  

（１）FDG-PETを用いた臨床研究 

FDG-PET検査は、保険診療にて現在は県内でも複数の施

設で施行可能ですが、当臨床研究センターでは、県内で

最も早くから行っており蓄積された大量のデータを用い

て、体内分布と、生体的特徴、生理的状況との関連につ

いて、検討を行っています。 

 この研究による成果は、これまでに数多く国際論文誌

に公開されており、日本医学放射線学会の賞も受賞して

おります。 

京都大学や京都府立医科大学との共同研究による学術

報告も複数行っています。 

 

（２）PETによる脳血管障害の病態に関する研究 

当臨床研究センターで1999年開所時からPET検査をう

け治療方針を決定されたアテローム硬化性脳主幹動脈閉

塞性疾患患者を経過観察し、脳循環障害と脳卒中再発と

の関係について検討し、O-15ガスPETによる脳循環障害重

症度評価が患者の再発リスクを予測すること、PETの結果

に基づいて治療することで再発率を減らせることを明ら

かにしてきました。さらにアテローム硬化性脳主幹動脈

閉塞性疾患患者で、C-11 Flumazenil PETで中枢性ベンゾ

ジアゼピン受容体密度を測定し、形態画像上異常のない

大脳皮質に生じる選択的神経細胞障害の病態、予防法を

検討しています。脳主幹動脈閉塞性疾患患者では、血圧

を下げると脳循環が障害され、脳梗塞リスクが増大する

懸念があります。これまでの検討で、血圧低値(＜

130mmHg)では、脳卒中再発率が逆に高くなるJカーブ関係

があること、経過観察中の神経細胞障害が増加すること

がわかりました。過度の血圧低値を避けることは、特に

脳循環障害を有する例において、脳梗塞再発のみならず、

神経細胞障害を予防するためにも重要と考えられました。

これらの成果は、これまで多数の国際誌に報告してきま

したが、当施設の研究から慢性脳循環障害は、アルツハ

イマー病病理（アミロイド、タウの蓄積）発生との関連

についても、明らかにしてまいりました。 

 

（３）新しいPET用放射性薬剤の開発及び臨床診断の可能

性の検討 

 通常国内のPET施設において使用されている放射性薬

剤は、日本アイソトープ協会が成熟薬剤として認められ

た薬剤がほとんどです。当臨床研究センターでは、新規

の有望な放射性薬剤を開発し、臨床応用していく活動に

力を入れています。そのため、様々な基礎実験や厳格な

製造管理と品質管理といった安全性の確認とともに、生

体内での動態を解析し検査方法を確立するため、健常ボ

ランティアでの検査も随時行っています。短寿命放射性

薬剤臨床利用委員会及び倫理委員会にて承認された新規

PET薬剤を、今後も積極的に臨床応用に向けて検討してい

きます。 

 

C-11 MeAIB（アミノ酸PET製剤） 

System Aトランスポータを介する取り込みを特徴とす

る人工アミノ酸PET製剤であるC-11 MeAIBは、厳しい安全

性検査などを経て、倫理委員会で承認され、現在腫瘍患

者さんを中心に日本で唯一、臨床応用されています。保

険適応である腫瘍FDG-PETの弱点である炎症性疾患との

鑑別、胸部腫瘍診断などに威力を発揮しており、一歩進

んだ腫瘍診断として、これまで国内外にて多数の表彰を

うけ、一流国際医学誌にも論文掲載されており、国際的

にも注目されています。 

現在、更なる標識合成法の改良のため、ロータリーエ

バポレーターを用いた従来法ではなく、使い捨てのカラ

ムを用いた迅速簡便な固相抽出法によるC-11 MeAIBの製

剤化に関する検討も行っています。C-11 MeAIBの製剤化

におけるイオン交換カラムの固相抽出法は、合成前準備

及び後片付けを簡素化することが可能であり、今後の臨

床での有用性が期待される方法でした。 

院内の臨床診療科と共同し、血液腫瘍における有用性

の検討や、膵機能についての評価を行っています。とく

に今年度は形質細胞性疾患における有用性について検討

し学会にて成果を報告しています。更に、膵臓の機能評

価に対する可能性を追究しております。 

 

F-18 FACE(フルオロ酢酸)及びFACE誘導体の開発 

本邦初の薬剤であり、酢酸のF-18標識PET製剤F-18 FACE

の安定合成法が、キット式多目的自動合成装置を用いて

確立されました。F-18 FACEは、心筋細胞や腫瘍細胞で亢

進するクエン酸代謝／膜代謝回路の活性の指標となる薬

剤であり、厳しい安全性検査などを経て、平成23年度に

短寿命放射性薬剤臨床利用委員会及び倫理委員会で承認
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され、正常ボランティア検査を実施してきました。平成

24年度より、肝癌や前立腺癌患者を対象とした研究検査

を積極的に行っており、その結果が一流国際医学誌にも

論文掲載され、国際的にも注目されています。 

さらに、脳でグリア代謝を描出できる可能性があり、虚

血性脳血管障害の予後判定を目的とした画像診断法の開

発を目指して、脳への移行性を高めたF-18 FACEの誘導体

であるMethyl F-18 Fluoroacetate (Methyl F-18 FACE)、

Ethyl F-18 Fluoroacetate (Ethyl F-18 FACE) 、Benzyl 

F-18 Fluoroacetate (Benzyl F-18 FACE) や F-18 

Difluoroacetate (F-18 DFA)の合成及び製剤化の基礎検

討を行いました。HPLCによる分離精製だけでなく、HPLC

工程を省略した簡便なone-pot合成法（蒸留により目的物

を逆相カラムに捕集し、カラムを水洗した後、少量のエ

タノールを含む水溶液で溶出）も開発し、高収率で安定

した F-18 FACE誘導体の合成を行うことが出来ました。

今後、ラット脳虚血-再灌流モデルにおける障害側への 

F-18 FACE誘導体の取り込みについて検討しています。 

 

F-18 FPYBF-2（アミロイドPET製剤） 

日本発のPET薬剤であるF-18 FPYBF-2（アミロイドイメ

ージング剤）を京都大学と共同開発し（Ono and Kagawa 

et al, J Med Chem, 54, 2971-9 2011）、キット式多目的

自動合成装置を用いた安定した合成法を確立してきまし

た。F-18 FPYBF-2は、脳内でβシート構造をとったアミ

ロイドβタンパク質（Aβ）を主成分とする老人斑を半定

量化し、アルツハイマー病を診断する薬剤です。厳しい

安全性試験などを経て、平成25年3月にはボランティアを

対象とした検討が、平成25年9月には認知症患者での検討

が、それぞれ倫理委員会で承認されました。アルツハイ

マー病での脳βアミロイドのゴールドスタンダードなイ

メージング剤であるC-11 PiBと比較し、良好な関係があ

ることを確認し（Ann Nucl Med．32：204-216, 256-263）

世界初のF-18 FPYBF-2検査の臨床応用を行っています。 

また、他施設との共同により、脳血管障害の患者や、

頭部外傷後の高次機能障害の患者における脳内アミロイ

ドの蓄積を検討しており、これらの成果は論文掲載され

ています(Neuropsychiatr Dis Treat.16: 2719-2732, 

Neuroimage Clin.22: 101762)。認知症の原因評価として

のアミロイドの研究も進め、ますますの応用発展を目指

し、認知症の原因追及の一つとして、慢性歯周炎患者に

おける歯周炎菌と脳内アミロイド蓄積の関係について学

術振興会の科学研究費の補助金を得て、研究を行いまし

た。 

これらの各種検討を行う中で、白質の高い生理的集積

と分離して皮質の異常なアミロイド沈着を定量的に評価

することの課題を確認したため、新規のアミロイド集積

の判定方法について、客観的な評価方法を考案しその精

度を検証し、国際論文掲載されました。（Ann Nucl 

Med.38：763－773,2024）。この方法は、視覚的評価と定量

評価の特徴を併せ持ちつつ、欠点を補ってヒストグラム

化するというこれまでにない画期的な方法として注目さ

れています。さらに、本法を発展させた発展形の分離ヒ

ストグラム法を開発し、現在国際誌に投稿中です。 

また、同薬剤を用いて全身アミロイドーシスの評価法

についての検討を始めました。アミロイドは、βシート

構造を呈する不溶性蛋白であり、さまざまの臓器に蓄積

します。臓器障害を起こすアミロイドーシスは、原因に

より蓄積する蛋白の種類も異なり、症状も多岐にわたり

ますが、診断が困難なことが多いため、客観的に全身を

評価できるアミロイドPETイメージング法を確立する研

究を進めています。FPYBF-2製剤を用いた心アミロイドー

シスの評価法については、新たに国際誌に掲載されまし

た。（Ann Nucl Med.Epub 2024. Dec 20）。 

 

F-18 PM-PBB3の開発とその臨床研究応用 

アルツハイマー病（AD）をはじめとする様々な精神神

経疾患において、異常にリン酸化され細胞内に蓄積し細

胞死の原因となるタウ蛋白質の蓄積を評価するタウイメ

ージング製剤は、世界で複数開発されていますが、当臨

床研究センターでは現在、量子科学技術研究開発機構

（QST）で開発されたF-18 PM-PBB3（タウイメージング剤）

を用い、ポジトロンエミッション断層撮影（PET）法を用

いた非侵襲的なタウ蓄積精神神経疾患の診断を目指す研

究を行っています。 

異常リン酸化タウタンパク質は、病気が発症する前か

ら蓄積することから、病気の早期診断治療に役立つ本薬

剤は、研究用薬剤としてのみならず、医薬品としての開

発が望まれています。令和2年度~3年度にかけて、同薬剤

（APN-1607(F-18 PM-PBB3)）のライセンスを有するアプ

リノイア社より依頼されて当施設でおこなった国内初第

一相治験の結果をまとめた論文が今年度に、国際論文に

公開されました。 

本薬剤は、当施設内でも合成可能であり、令和2年度に

短寿命放射性薬剤臨床利用委員会及び倫理委員会で承認

され、院内合成薬のF-18 PM-PBB3検査の臨床応用が当臨

床研究センターではすでに、京都大学や京都府立医科大

学などとの共同研究を行っています。 

 

F-18 FES（エストロゲン受容体イメージング） 

エストロゲン受容体イメージング製剤であるF-18 FES 

は、女性ホルモンであるエストロゲンの中で最も生理活

性の高いエストラジオールの誘導体であり、エストロゲ

ン依存性疾患の診断やホルモン治療の効果判定に役立つ

と期待されています。このPET用薬剤は、2020年に転移再

発乳癌におけるエストロゲン受容体陽性病変診断薬とし

て FDA（アメリカ食品医薬品局 ; Food and Drug 

Administration）に認可されました。新たな臨床研究の

ため、当院でも製剤化を進めており、その安定合成法が、

キット式多目的自動合成装置を用いて確立されました。

今後は、短寿命放射性薬剤臨床利用委員会及び倫理委員

会による審査後に臨床研究を行う予定です。 

 

（４）半導体3D-PET/CT装置を用いた技術研究 

 2022 年 10 月 に 導 入 さ れ た 半 導 体 PET/CT 装 置

（DiscoveryMI-25）は従来装置と比べて、検出器に半導

体を用いている他、Time of Flight (TOF)や Point 

Spread Function (PSF)、Q.Clearによる再構成などを備

え、高感度、高分解能です。また、従来装置にはない呼吸

同期システムも備えています。本装置を用いた各種生理

的集積の描出能や、新規の撮像方法について検討を進め

ています。 

 

（５）FDG-PET検査における看護研究 

PET検査室の看護師は、これまでに、業務の中で様々

な検討を行い、患者のためおよび、安全でスタッフの被

ばく低減につながるスムーズな検査、画像評価の精度を

上げるための患者の対応を追求し、改善と報告を重ねて

きました。FDG-PET検査にてルート確保や薬剤投与の介助

を行う看護師の立場から、偽陽性所見である小円筋や肩
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甲下筋部に見られる生理的集積が出現する条件を解析し、

学会発表を行いました。その結果をもとに、患者の安楽

と、偽陽性所見の減少につながる処置室での改善・工夫

を凝らしています。また、前処置不良による検査スケジ

ュールの変更や画像への影響を防ぐための前処置指示書

を作成し、ほかの施設でも活用されるものとなっていま

す。 

2022年の機器更新のレイアウト変更時にあわせて、患

者が安楽に検査を受けられ、スタッフの被ばくも減らす

ことができるようなシステムを作るために、さまざまな

資料を作成するとともに、検査室内の被ばく線量を測定

することで、患者動線を見直すための検討を行いました。

その成果は、現在の検査室のレイアウトに生かしており、

臨床に役立てています。 

新たな検査室で運用している説明動画を用いて説明し、

患者動線のライン、ストップウオッチや監視カメラによ

る管理を行うことで、患者の問診や説明を個別に変える

PET検査支援システム（びわこPET支援システム）を作成

しました。  

FDG-PETは絶食の前処置が守られていないと病変の評

価ができないため、前処置不良による検査変更の件数を

減らすために、前処置指示書を作成しました。 

さらに、患者の緊張度、不安の程度を調査し、解析を

おこなうことで閉所恐怖症の患者が、検査前から生じて

いることを発見しました。本検討内容は、核医学、PET関

係の学会で報告したことに加え、院内の看護研究発表会

（2025.2月）でも報告し、現在論文執筆中です。 

 これらの多くの看護研究で得られた内容は、学会や研

究会で報告し、多くの反響を得たのみならず、日々の診

療に役立てています。 

 

(６）放射線診療の発展に対応する放射線防護の基準策

定のための研究 

 

厚生労働省科研(細野班)の分担研究者として、放射線

診療の発展に対応する放射線防護の基準策定のための

研究にかかわり、放射線診療における国際基準とのハー

モナイゼーションに関する研究を行っています。国際放

射線防護委員会（ICRP）や国際原子力機関（IAEA）らに

おける、放射線診療の様々な国際基準と、国内の状況と

を照らし合わせ、新たな基準や指標を明確化する検討を

行っています。 

 

＜公的社会貢献活動＞ 

学識経験者として、京都府の環境や食品に関する放射線

管理に関する専門部会の委員としての活動を行っていま

す。 

1. 奥山智緒 京都府高浜発電所及び大飯発電所に

関する環境測定技術検討委員会 専門委員 

 

２．健康データベース活用による県民健康支援の試み

（ゲノム疫学研究部門） 

 

滋賀県の健康・医療データをデータベース化ができれ

ば、保健医療制度の評価、健康課題の分析、臨床疫学的

な検討を行うことができるようになると考えられます。

滋賀県 健康医療福祉部と滋賀医科大学が行ってきた生

活習慣を切り口にした研究や京都大学と連携した長浜0

次予防コホート事業による研究成果を踏まえ研究を発展

させ、県民の健康支援を行っていくことを計画していま

す。 

 併せて、若手人材の研究支援により、総合病院におい

てゲノム医療教育を展開し、医療従事者の育成も行って

います。 

 

３．疾病の遺伝的基盤の探究（ゲノム疫学研究部門） 

 

（１）神経膠芽腫の新規分子標的療法の開発 

神経膠芽腫は根治に至るのが非常に難しい脳腫瘍の一

つであり、未だ抜本的な治療法がないため、新たな治療

法の開発が待たれています。Mycは神経膠芽腫の癌幹細胞

の維持や、癌細胞の生存に必須のグルコース分解やグル

タミン分解等の代謝調節に重要な役割を果たしている癌

遺伝子です。そのため、Mycという分子を治療の標的とし

た薬剤(分子標的薬)が開発されてきましたが、生体内で

は効果が低く、有効な治療効果を持つ薬剤の開発には至

っていません。我々は、急性前骨髄球性白血病の治療に

も用いられる亜ヒ酸が、神経膠芽腫のMyc 阻害薬

（10058F4）への感受性を増加することを見出しました 

(PloS one 10 (6), e0128288, 2015)。単独では有意な効

果を認めないMyc 阻害薬でも、亜ヒ酸と同時投与すれば

生体内でも腫瘍退縮効果を持つことを明らかにしてきま

した。また、抗がん剤として使用が検討されているVEGF

阻害剤の副作用として下垂体卒中が誘発されることを見

出しました (PloS one 18(3):e0279634, 2023)。現在、

ヒトの神経膠芽腫癌幹細胞 xenograft モデルを用いた

新たなdrug delivery システムによる新規抗癌剤治療法

の開発を、滋賀医科大学と共同研究にて行っています。 

 

（２）統合失調症発症脆弱性遺伝子群の同定 

統合失調症は複数の遺伝子の機能異常によっておこる多

因子遺伝病です。遺伝学的解析によって統合失調症の原

因遺伝子が同定されつつあり、原因遺伝子のいくつかは

神経発生に関与する可能性が示唆されています。我々は、

統合失調症原因遺伝子と考えられている遺伝子を欠損し

たマウスを利用した解析を行っています。統合失調症と

の関連が遺伝学的に認められるNotch4 を欠損したマウ

スでは統合失調症様の感覚情報処理異常、中枢神経系機

能異常が生じることを見出しました。また、統合失調症

を多発する染色体異常である22q11欠損症候群のモデル

マウスが、Cxcr4/Cxcl12シグナルの異常で、海馬歯状回、

介在神経細胞の発生に微細な異常をきたすことを見出し

ています。現在、Cxcl12/Cxcr4 シグナルの異常が行動異

常につながるのか、その分子機構の解明に取り組んでい

ます。 

    

（３）遺伝性難聴の研究 

先天性高度難聴は出生1000人に1-2人発症します。このう

ち70％は遺伝性難聴が原因です。現在難聴の原因遺伝子

は100以上見つかっており、原因の遺伝子によって、難聴

の程度、進行性の有無、聴力の変動の有無、随伴症状な

ど現れる症状は異なります。当センターでは、基礎研究

として、難聴を合併する症候性難聴の研究に取り組んで

います。また、隣接する滋賀県立小児保健医療センター

耳鼻咽喉科では、遺伝性難聴患者の診断、遺伝性難聴児

を含む難聴児の治療・療育を行っています。 
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臨床研究センターセミナーの開催 

 

 研究員による臨床研究センター内セミナーを9回にわ

たり行い、各所員の研究の進捗状況について熱心な討論

が行われました。 

①  7月1日「アミロイドPETの新規評価法の開発」奥山智

緒 

②  9月2日「統合失調症の病態解明の試み」谷垣健二 

③  11月18日「虚血性脳血管障害のイメージングを目的

とした新規PET用フルオロ酢酸誘導体の合成基礎検討」

加川信也 

④  12月2日「がん患者の意思決定支援におけるがん患者

のヘルスリテラシーと補完代替医療」大沢恭子 

⑤  12月16日「MRIガイド下収束超音波治療における視床

核セグメンテーションパイプラインの有用性」大嶋園

子 

⑥ 1月6日「前期破水の治療を目指す：マクロファージの

観点から」川村洋介 

⑦ 2月3日「遺伝性症候群難聴TBC1D24の機能解析」十名

理沙 

⑧ 3月3日「高精度放射線治療の品質予測システムの開発」

小野智博 

⑨ 3月17日「認知症疾患診断のための心理学的指標の検

討」鈴木則夫 

 

ゲノム医療研修会の開催 

 

ゲノム医療・精密医療(Precision Medicine)の基盤とな

るゲノム研究の進展は急速であり、それに対応できるた

めのゲノムリテラシーの向上を目指すため、総合病院の

職員を対象とした研修会を開催しました。 

① 5月1日「ゲノム医療について すべてのがん患者さん

のために」足立壯一（総長・臨床研究センター長） 

② 6月5日「がん遺伝子パネル検査・エキスパートパネル

に参加してみよう！」吉岡正博（京都大学大学院腫瘍

薬物治療学講座・腫瘍内科助教） 

③ 9月4日「二次的所見～がん遺伝子パネル検査から遺伝

医療へつなぐために～」藤澤文絵（腫瘍内科科長） 

④ 10月2日「健康医療データベースが切り開く次世代医

療」谷垣健二 

⑤ 11月6日「死亡データからみえること、みえないこと

～罹患データ、リアルワールドデータ研究のすすめ～」

原田亜紀子（滋賀医科大学ＮＣＤ疫学研究センター准

教授） 

⑥ 2月19日「日本人の健康寿命を延長するための長浜か

らのチャレンジ―「ながはま０次予防コホート研究」

を通して―」石田均（市立長浜病院ヘルスケア研究セ

ンター長） 

 

核医学治療・診断セミナーの開催 

 

院内に核医学診断や治療に関する話題を提供するために

セミナーを開催しました。 

① 1月16日「乳癌におけるFES PET：エストロゲン受容

体イメージングの実際」三宅可奈江（京都大学大学院

医学研究科高度医用画像学講座特定講師） 

 

臨床研究センター講演会の開催 

 

院内に臨床疫学研究に関する話題を提供するために講演

会を開催しました。 

① 2月20日「臨床疫学研究による医療と保健の課題解決：

ラーニングヘルスシステム」福間真悟（京都大学大学

院医学研究科人間健康科学系専攻・臨床系医療科学講

座特定教授／広島大学医系科学研究科疫学・疾病制御

学教授） 

 

県民公開講座の開催 

 

アミロイドPET、レカネマブ治療を含め、その診療に大き

く関わる滋賀県立総合病院のスタッフが講師を務めて、

認知症に関する県民公開講座を開催し、広く県民の理解

を深めた。 

 

『身近になった認知症』 

―診断から治療、家族と医療のかかわりを学ぶ― 

   日時：2024年9月28日（土）14：00-16：00 

  会場：守山市役所多目的ホール（滋賀） 

  座 長 ： 藤本クリニック 院長 藤本直規 

1．認知症 ～その症状と治療法～ 長谷川浩史 

2．認知症の画像診断 ～画像検査の役割～ 奥山智緒 

3．認知症の緩和ケア ～診断直後から始める患者と家族

の支援～   鈴木則夫 

総括 認知症の診断と治療 新しい時代にできること 

藤本直規（藤本クリニック）    

 

 業 績  
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芳さやか、山内智香子、相良安昭、川端英孝、岩田 宏

治、大野真司．乳癌治療における遺伝子検査の経済

的負担の意識に関する研究．第 32回日本乳癌学会総

会 仙台 

22. 日本乳癌学会班研究(枝園班)、野木裕子、荻谷朗子、

志茂彩華、名倉直美、関大仁、成井一隆、雜賀美穂、

近藤直人、笹田伸介、石飛真人、櫻井照久、山内智香

子、森弘樹、枝園忠彦．術前化学療法後一次乳房再

建症例における乳癌関連死亡への予後予測因子．第

32回日本乳癌学会総会 仙台 

23. 日本乳癌学会班研究(枝園班)、志茂彩華、津川浩一

郎、野木裕子、荻谷朗子、名倉直美、関大仁、成井一

隆、雑賀美帆、櫻井照久、近藤直人、笹田伸介、石飛

真人、山内智香子、森弘樹、枝園忠彦．一次乳房再建

における有害事象の危険因子について多施設共同研

究．第 32回日本乳癌学会総会 仙台 

24. 佐伯澄人、岩谷胤生、北野敦子、桜井なおみ、田辺裕

子、山内智香子、五十嵐中、梶本裕介、久芳さやか、

原文堅、相良安昭、大野真司．乳癌治療の経済毒性を

考える 日本における乳癌患者の経済毒性に影響を与

える要因 患者と医師の視点からの比較．第 32回日本

乳癌学会総会 仙台 

25. 田中大祐, アジアにおける単一遺伝子異常による糖尿

病, 第 67回日本糖尿病学会年次学術集会 (シンポジ

ウム) 2024.5.17 東京 

26. 大沢恭子、浜野淳、五十嵐尚子、森田達也、志真泰夫、

宮下光令. がん患者の遺族における介護体験の評価： 

J-HOPE2016 Study. 第29回日本緩和医療学会学術大

会 第37回日本サイコオンコロジー学会総会合同学術

大会. 2024.6.14. (神戸)  

27. 相宗菜摘，中井麻佐子，松浦仁美，池上めいと，十名

理紗. 重度知的障害と自閉スペクトラム症を重複した難

聴者の障害基礎年金診断に SENTIERO による ABR 

を用いた一例. 第 69回 日本聴覚医学会総会・学術講

演会. 2024年 10月 23日-25日.東京 

28. 池上めいと，松浦仁美，十名理紗，相宗菜摘，中井麻

佐子 .  機能性難聴における次世代型  ASSR 機器 

SENTIERO の有用性について.第69回 日本聴覚医学

会総会・学術講演会. 2024年10月23日-25日.東京 

29. 清水哲也、大嶋園子、馬場千紗、金子喜久子、サラモン

典子．開頭術後の膿瘍に類似した硬膜外液体貯留．第

83回日本医学放射線学会総会．2024.4.11-14. (横浜） 

30. 小野智博, 田中史弥, 陣野隼太, 福田哲大, 加藤寛

之, 平島英明, 小野幸果, 中村光宏, 溝脇尚志. ジン

バル機構搭載放射線治療装置における照射範囲拡大

手法のコミッショニング. 日本放射線腫瘍学会 第 37回

学術大会. 2024.11.22. (神奈川県横浜市) 

 

＜講演・シンポジストなど＞ 

1. 奥山智緒．核医学専門医教育セミナー 核医学指導

者コース 講座：ガイドライン（検査、センチネ

ル、オムツ、他）（講習講師） 第 24回日本核医

学会春季大会 核医学指導者講習（講習講師） 

2024.5.7-6.1（Web開催） 

2. 奥山智緒．PET研修セミナー 医師・歯科医師コー

ス 臨床コース 講座：臨床編 1 生理的集積、合

併症（講習講師） 第 24回日本核医学会春季大会 

2024.5.7-6.1（Web開催） 

3. 奥山智緒．核医学で認知症を診る（特別講演）．第

80回高知県核医学症例検討会．2024.6.21．（高

知） 

4. 奥山智緒. 18F-FPYBF-2を用いた全シン（身/心）ア

ミロイドーシスの評価． シン・PETサマーセミナ

ー2024 in 高松．2024.9.1（2023.8.25-27）（高

松） 

5. 奥山智緒．認知症の画像診断－画像検査でわかるこ

と―．令和６年度滋賀県立総合病院県民公開講座. 

2024.9.28 (守山) 

6. 奥山智緒．「依頼医の期待を裏切り(?)読影医を惑

わせる FDG-PET」（特別講演）．愛媛第 48回愛媛

核医学懇話会．2024.10.12（松山） 

7. 奥山智緒．異色のキャリアパスの中で核医学研究を

続けて. 内閣府原子力委員会定例会議（講演） 

2025.2.4(東京) 

8. 奥山智緒,  最強か？ PETがん検診を紐解きます 

（医師が知るべき最新の『けんしん』ガイド）（パ

ネリスト）．京都府医師会ワークライフバランス塾

2025.3.29 (京都） 

9. 加川信也．PET施設管理連絡会報告（PET核医学分

科会施設管理連絡会）PET化学ワークショップ． 

2024.2.4. （札幌） 

10. 藤田喜治．核医学の線量管理、実際はこんな感じ！

－核医学部門 DXの推進経験とその注意点－．onti 

new tech innovation night．2024年 10月 24日．

（Web） 

11. 藤田喜治．線量管理ソフトの使用経験～線量管理ソ

フト導入時の注意点～．第 33回京滋核医学セミナ

ー．2024年 9月 7日．京都市 
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12. 谷垣健二 Notch4 ノックアウトマウスの行動学的

解析 第 47回 日本分子生物学会．2024.11.26

（福岡） 

13. 山内智香子．乳房超音波基礎・針生検講習会．2024

年度座学第 1回イントロダクション（web開催） 

14. 山内智香子．乳がん治療における放射線治療 あな

たの疑問に答えます(Part II) ．第 32回日本乳癌

学会総会．2024.7.13（仙台） 

15. 山内智香子．緩和的放射線治療のすすめ．2024年

度緩和ケアミニ講座．2024.7.18（守山） 

16. 山内智香子．乳癌に対する放射線療法の線量と照射

範囲．第 25回放射線腫瘍学夏季セミナー．

2024.8.4（奈良） 

17. 山内智香子．放射線腫瘍医としての 30年．2024年

度日本放射線腫瘍学会医学生・研修医のための放射

線治療セミナー．2024.7.6（web開催） 

18. 山内智香子．CDKN2A lossに対する Palbociclib投

与例の検討．がんゲノムセミナーin松山．

2024.9.7（松山） 

19. 山内智香子．がんは予防できるの？．がん診療セミ

ナー県民公開講座．2024.10.20 

20. 山内智香子．会員アンケート調査結果報告と新たな

取り組み．がん放射線治療推進委員会特別企画 第

37回日本放射線腫瘍学会学術大会．2024.11.23

（横浜） 

21. 山内智香子．がん相談支援センターについて．2024

年度第 2回ピアサポーターフォローアップ研修会．

2024.11.30（草津） 

22. 山内智香子．放射線治療センターの新技術．第 15

回がん診療グランドセミナーミニレクチャー．

2024.12.19（守山） 

23. 山内智香子．‘がん’について知ろう．五個荘小学

校がん教育．2025.1.29（東近江） 

24. 山内智香子．‘がん’について知ろう．東近江市立

聖徳中学校がん教育．2025.2.14（東近江） 

25. 山内智香子．当院における遺伝性乳癌に対する診療

状況．2024年度第 16回多地点合同メディカル・カ

ンファレンス 安心して受けられるゲノム医療のた

めの遺伝性腫瘍診療．2025.2.13（web開催） 

26. 山内智香子．乳癌の放射線療法 ～あなたの疑問に

答えます！～．第 161回放射線治療かたろう会．

2025.3.29（大阪） 

27. 大沢恭子. コミュニケーションガイドラインの普及

実装に向けて. （シンポジウム：コミュニケーショ

ンについて何を明らかにしていく必要があるの

か？）第 29回日本緩和医療学会学術大会 第 37回

日本サイコオンコロジー学会総会合同学術大会. 

2024.6.15. (神戸)  

28. 大沢恭子、山本理栄、河野裕太、岡村優子、秋月伸

哉. がん医療におけるコミュニケーションガイドラ

イン. (シンポジウム「TIPS！みんなでシェアする

エッセンス④ コミュニケーション」) 第 6回日本

緩和医療学会関西支部学術大会 2024.9.28（滋

賀） 

29. 山岸正明、大沢恭子、花木宏治. 臨床 3年目の心理

士から見た緩和医療のコミュニケーション. (シン

ポジウム「TIPS！みんなでシェアするエッセンス④ 

コミュニケーション」) 第 6回日本緩和医療学会関

西支部学術大会 2024.9.28（滋賀） 

30. 大嶋園子．留学を通して学んだこと．第 54回日本

神経放射線学会 ダイバーシティ&インクルージョ

ン推進プログラム．2025.2.21-22. (京都) 

31. 小野智博．2024年度実務講習会⑩ -第 1回定位治

療計画実習講習会（Eclipse）-．医学物理士会. 

2024.12.21（東京） 

32. 小野智博. 2024年度 第 3回放射線治療リスク分析

入門 Webセミナー．医学物理士会. 2024.12.18

（Web） 

33. 小野智博. 2024年度実務講習会⑧ -第６回画像誘

導密封小線源治療導入のための実務講習会-  密封

小線源治療の独立計算. 医学物理士会. 2024.10.26 

(Web)  

 
＜そのほか、報告書など＞ 

1. 奥山智緒．『放射線診療の国際基準とのハーモナイ

ゼーションに関する研究』．厚生労働科学研究費補

助金 地域医療基盤開発推進研究事業 『放射線診

療の発展位対応する放射線防護の基準策定のための

研究』 令和 6年度 総括・分担研究報告書 研究

代表者 細野眞 pp353-410 

 
＜教育活動＞ 

1. 奥山智緒．放射線内用療法について. 京都大学医

学部人間健康科学科 放射線同位元素検査学 （大

学講義）.2024.12.13． 

2. 奥山智緒. 心・肺・腎機能と核医学検査.京都大学

医学部人間健康科学科 放射線同位元素検査学 

（大学講義）. 2024.12.13． 

3. 京都大学医学部人間健康科学科 卒業研究および、

修士論文研究の研究指導（PETイメージング研究部

門） 

i.高村恒希（総合医療科学コース 修士論文）．

FDG-PET/CT 画像における cGAN による CT なし

吸収補正法の呼吸アーチファクト抑制性能評価と

高解像度 PET への対応 

ii.石田千紘（卒業論文）．全身脂肪量の CT 計測値

を用いた除脂肪体重予測式の提案と予測検証 

iii.佐多春奈（卒業論文）．高分解能 SiPM-PETを用

いた外眼筋と下垂体の FDG集積の検討 

4. 谷垣健二 T細胞受容体と T細胞分化．長浜バイオ

大学（大学講義）2024. 5. 20  

5. 谷垣健二 精神疾患の基礎医学的研究の意義．金沢

医科大学（大学講義）2024. 10. 3  
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＜外部資金取得状況＞ 

1. 最上晴太、川村洋介． マクロファージによる羊膜の

治癒・再生：前期破水・早産の治療にむけて． 令和

6－8 年度 科学研究補助金（基盤Ｂ）（課題番号

24K02587号：令和６年度分担金 65千円） 

2. 藤野清大、西村幸司、扇田秀章、大西弘恵、田浦晶子、

松本昌宏、伊藤壽一． ヒト多能性幹細胞（iPS細胞）

由来内耳オルガノイドの内耳移植による内耳再生研

究． 令和 3－6年度 科学研究補助金（基盤Ｃ）（課

題番号 21K09622：交付総額 4,160千円、令和６年度

交付額  130千円） 

 

3. 加川信也、奥山智緒、東達也．新規 C-11 標識薬剤合

成システムを用いた D 体アミノ酸による感染症診断

法の開発． 令和 4－6 年度 科学研究補助金（基盤

Ｃ）（課題番号 22K07709：交付総額 4,290 千円、令

和６年度交付額  1,170千円） 

 

4. 川村洋介、最上晴太、千草義継． 前期破水の治療を

目指す：マクロファージの観点から． 令和４－６年

度 科学研究補助金（基盤Ｃ）（課題番号 22K09546：

交付総額 4,290千円） 

 

5. 村上隆介、谷垣健二． 難治性卵巣癌に対する抗 VEGF

抗体と B7H3 を標的とした併用療法の開発． 令和４

－６年度 科学研究補助金（基盤Ｃ）（課題番号

22K09610：令和６年度分担金 130千円） 

 

6. 足立壯一、松尾英将． 小児急性骨髄性白血病の再発

メカニズムの解明と新規治療法開発． 令和 5－7 年

度 科学研究補助金（基盤Ｃ）（課題番号 23K07264：

交付総額 4,550千円、令和６年度交付額  1,170千

円） 

 

7. 谷垣健二． 統合失調症発症に関与するエピスタシス

の分子メカニズムの解明．令和 5－7 年度 科学研究

補助金（基盤Ｃ）（課題番号 23K06419：交付総額 

4,680千円、令和６年度交付額  1,430千円） 

 

8. 大沢恭子、恒藤暁、谷向仁、田村恵子． がん患者の

ヘルスリテラシーと補完代替医療の関連性、および意

思決定支援技法の開発． 令和５－７年度 科学研究

補助金（基盤Ｃ）（課題番号 23K09528：交付総額 

4,290千円、令和６年度交付額  1,040千円） 

 

9. 田中大祐． ゲノムおよびトランスクリプトームの統

合的解析による、若年診断糖尿病の発症機序解明． 

令和 6－8年度 科学研究補助金（基盤Ｃ）（課題番号

24K11694：交付総額 4,680千円、令和６年度交付額  

1,430千円） 

 

10. 十名理紗． 遺伝性症候性難聴の機能解析と遺伝子治

療への応用． 令和 3－7 年度 科学研究補助金（若

手研究）（課題番号 21K16863：交付総額 4,680千円、

令和６年度交付額  650千円） 

 

11. 細野眞、山口一郎、高橋健夫、赤羽正章、奥山智緒、

東達也、松原孝祐． 放射線診療の発展に対応する放

射線防護の基準策定のための研究．令和 6年度厚生労

働科学研究費補助金（地域医療基盤開発推進研究事業） 

分担研究課題『放射線診療の国際基準とのハーモナイ

ゼーションに関する研究 』（課題番号：22IA1010：

令和 6年度交付総額 3,600千円、令和 6年度分担金 

200千円） 

 

12. 八巻知香子、山内智香子． がん罹患前より障害があ

るがん患者に対する医療機関における適切な医療・支

援の実装に資する研究． 令和 6年度厚生労働科学研

究費補助金（がん対策推進総合研究事業）（課題番号

23EA1030：令和 6年度交付総額 12,090千円、令和 6

年度分担金 300千円） 

 

13. 村垣善浩、小野智博． 可及的摘出された IDH変異型

星細胞腫に対する標準治療を確立する研究． 令和 6

－8 年度 国立研究開発法人日本医療研究開発機構

（革新的がん医療実用化研究事業）（課題番号

24ck0106985h0001令和 6年度交付総額 18,747千円、

分担金 130千円） 

 

14. 小野智博． 高精度放射線治療における次世代品質管

理法の確立に関する研究． 令和 5年度 公益財団法

人公益財団法人カシオ科学振興財団（研究助成）（寄

付総額 1,000千円） 

 

15. 加川信也． 放射性薬剤多目的合成装置等の改良にか

かる共同開発． 令和 6年度 住友重機械工業㈱（共

同開発研究事業）（令和 6 年度研究経費総額 550 千

円） 
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　１　図書整備登録状況 令和7年3月31日現在

種別
和洋別

　２　月間図書登録状況 (令和6年度）

36 444
22,695,000

(内750,000)

和雑誌冊子体17種
洋雑誌冊子体4種
洋雑誌EJ32種
ｵﾝﾗｲﾝｺﾝﾃﾝﾂ 5種

令和5年度 69 0 339 36 408

184 73
1 0 257

登録数 1 冊

合計 258
1 0 0 0

8 8
３月 22 1 18 3
２月 16

11 4
１月 27 18 9

１２月 15

18 5
１１月 28 20 8
１０月 23

19 5
９月 13 8 5
８月 24

44 6
７月 26 15 11
６月 50

４月 9 5 4
５月 5 0 5

※　予算額の（　　　）内の数字は、臨床研究センターの図書費である。

月 総数
単行本 製本雑誌 雑誌

国　内 国　外 国　内 国　外 国　内 国　外

和雑誌冊子体16種
洋雑誌冊子体4種
洋雑誌EJ32種
ｵﾝﾗｲﾝｺﾝﾃﾝﾂ 5種

計 505 51 9,793 11,351 10,298 11,402 21,700

令和6年度 1 0 0 0 1 0 1
25,591,000

(内750,000)

20,747,000
(内750,000)

和雑誌冊子体20種
洋雑誌冊子体5種
洋雑誌EJ32種
ｵﾝﾗｲﾝｺﾝﾃﾝﾂ 5種

令和4年度 1 0 361 14 362 14 376
20,747,000

(内750,000)

和雑誌冊子体19種
洋雑誌冊子体4種
洋雑誌EJ32種
ｵﾝﾗｲﾝｺﾝﾃﾝﾂ 5種

令和3年度 0 0 412 0 412 0 412

令和2年度
0 412 19.500.000

(内750,000）

和雑誌冊子体20種
洋雑誌冊子体5種
洋雑誌EJ32種
ｵﾝﾗｲﾝｺﾝﾃﾝﾂ 5種△ 1,267 △ 246 △ 1,267 △ 246

0 0 412 0 412

△ 1,513

昭和45年度～

1,701 297 8,269 11,301 9,970 11,598 21,568
令和元年度<現有数>

第３節　　図書整備状況

単行本 製本雑誌 合　計
予算額

備考
（配架状況）和 洋 和 洋 和 洋 計
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